
 

 

意見交換 

（１）障害者の支援について 

ア 精神障害のために措置入院となった者に対する支援のあり方に

ついて 

 １ 趣旨 

相模原市にある神奈川県立障害者支援施設「津久井やまゆり園」で多くの入所者

が殺傷される凄惨な事件が発生した。 

この事件を受け、国において「相模原市の障害者支援施設における事件の検証及

び再発防止策検討チーム」が設置され、９月１４日に検証に関わる中間とりまとめ

が発表された。この中間とりまとめでは、特に、措置入院者に対する支援の検討を

行わなかったことについて、病院と相模原市の対応が不十分とされたが、他の病院、

自治体でも起こる可能性が指摘されている。 

また、退院後に他の自治体に居住する場合の広域的な情報連携のあり方について

も課題とされたところである。 

このような中、神奈川県の精神科救急医療は、四県市協調体制で実施しているこ

とから、こうした問題・課題を四首長で共有し、措置入院者に対する支援のあり方

等について具体的な方策を検討するための方向性について意見交換するもの。 

 

 ２ 主な課題等 

○ 措置入院者に対する支援のあり方 

○ 退院後に他の自治体に居住する場合の広域的な情報連携のあり方 

  

 ３ 今後の連携した取組例 

○ 措置入院者に対する支援や、広域的な情報連携等について、先進事例、好事例

を含めた制度の実態と課題の研究及び国の再発防止策を踏まえた対応策の検討 

○ 措置入院者に対する支援の充実に向けた体制整備に係る財政支援及び退院後の

適切な通院医療を提供するための医療体制の整備に係る国への働きかけ 
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